
南海トラフ地震を想定した事業規模概算 

 

１．災害廃棄物発生量予測 

環境省が設置した「大規模災害発生時における災害廃棄物対策検討会（旧称：巨大

地震発生時における災害廃棄物対策検討委員会）」が第１回の委員会で提示した「阪神

淡路大震災・東日本大震災と南海トラフ巨大地震・首都直下地震の概要」では、巨大

地震において発生すると思われる災害廃棄物の総量を次表のように推計した。 

想定する巨大地震 
災害廃棄物発生総量  

 東日本大震災比 

首都直下地震 １．０億トン ５倍 

南海トラフ地震 ２．５億トン １３倍 

 

２．東日本大震災における実績 

東日本大震災で発生した番号不明被災自動車の台数実績値、及びそのリサイクル料

金の預託を使途に出えんした特預金の額の実績値は次表の通り（２０１１年度～２０

１４年度）。 

台数 １２，６２１台 

台当り費用 １４，７２０円 

 台当り預託金額 １０，７００円 

台当り関連事務委託費 ※ ４，０２０円 

総費用 １８５，７８１，１２０円 

 ※イニシアルコストを含む 

 

３．概算 

 前記１の推計値（東日本大震災比１３倍)と２の実績値から（台当り費用及びイニシ

アルコストで積算）、次表のように事業規模の概算を導いた。 

台数 １６４，０００台 

台当り費用 １１，９００円 

 台当り預託金額 １０，７００円 

台当り関連事務委託費 １，２００円 

イニシアルコスト １０，０００，０００円 

総費用 １，９６１，６００，０００円 

  

以上 
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